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１．研究計画の概要 

テクスト理解にかかわる言語（語彙）とそれ

に関する知識（語彙知識）について理論的・

記述的・実証的研究を行い、言語教育に向け

ての有益な示唆を提供すべく、 

（1）中上超級レベルの日本語学習者を対象と

した語彙知識の多面的特徴について測定する

テストを開発する。 

（2）第二言語（日本語・英語）における語彙

知識とテクスト理解の関係についての研究を

行う。 

（3）日本語教育で教えられる日本語がどのよ

うな言葉を基盤としているのかについての基

礎的な研究、および学習者の日本語の発音に

ついての研究を行う。 

（4）テクスト理解におけるテンス・アスペク

トの解釈を決定する要因についての研究を行

う。日本語学習者のテンス・アスペクトの使

用状況を調査する。 

 
２．研究の進捗状況 

（1）中級〜超級学習者を対象とした 2種類

の語彙テスト（JWMT:語義テスト・JWAT:関連

語テスト）の開発については、日本語能力試

験出題基準 1級〜4級の語彙および様々な辞

書を使って候補語を抽出し、テスト問題を作

成をしながら絞り込み、最終的に候補語彙約

800語の中から4つの頻度レベルにつき39語、

計 156 語を対象語として決定した。 

 これらの語彙テストを使って、国内および

国外（中国・韓国）で数回の調査を実施し、

学習者･母語話者あわせて約 400 名から収集

した応答データを項目毎に分析し、テストの

信頼性と有効性を確認した。この完全版をも

とに簡略版テストを作成し、その信頼性を確

認した。これら語彙テストの応答データは、

語の特徴、知識の要素、および、学習者要因

の点から分析を進めている。 

 

（2）日本人大学生 145 名を対象にした英語
の読解と語彙の関係についての研究につい
ては、再生および語彙テストのデータをもと
に、タスク、トピックへの興味、テクストの
因果構造の効果について分析した。また、新
しい読解および読み書き研究（理論的・実証
的）の動向について文献を調べた。 
 今回開発した語彙テストを使った新しい
実験については、読み材料の選定と候補テク
ストの分析と調整、読解タスクの作成などを
行い、予備実験を経て本実験を開始した。英
語の実験は、日本人大学生 80 名から語彙、
読解および作文のデータを収集した。日本語
の実験はデータを一部収集した。 
 

（3）中国の日本語学習者の談話資料を作成し、

そのアクセントを語彙力と比較した。共通

語・東京語の基礎となる首都圏方言について、

その語彙やアクセントなどを調査した。 

 

（4）テイルの多義的意味、および文の継起
的・同時的解釈の決定にも関わる事象の限界
性の決定要因を概念意味論によって分析し
た。中国語母語話者による日本語会話データ
からテンス、アスペクトの使用状況の調査を
行った。 
 
３．現在までの達成度 



②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
（1）2種類の語彙テストは完全版および簡略
版を完成させた。応答データは語の頻度と種
類、連想の種類、言語習熟度、母語、学習環
境の影響について分析している。 
 
（2）英文読解と語彙の研究は再生データを
分析し、タスク、トピックへの興味、テクス
トの因果構造の効果を確認した。新しい実証
研究については、英語の実験は、すでに語彙、
読解、作文のデータを収集した。日本語の実
験は、予備実験を経て本実験を開始した。 
 

（3）日本語学習者のアクセントについては、

談話に現れる名詞のアクセントの正確さと語

彙テスト成績、学年との関連を確認した。首

都圏方言については複数の場所で調査を行い、

それぞれの特徴をまとめている。 

 

（4）テンス・アスペクト研究に関しては、言

語表現としては現れない規則がテンス・アス

ペクト解釈に関わることを確認した。 

 
４．今後の研究の推進方策 
（1）語彙テストのデータについては、引き
続き多面的分析を行う。英語および日本語の
語彙と読解（および作文）の実験については、
データの分析結果にもとづき考察を行い、語
彙知識の多面性と読解の関係を明らかにす
る。同時に収集した作文データを分析し、語
彙知識と読み書き能力との関係を探る。 
 

（2）日本語学習者の談話については、名詞以

外の語のアクセントやイントネーションなど

の分析を行う。首都圏方言については、調査

地域を広げ調査地点も多くした上で、東京語

との関連についてより精密な記述を目指す。 

 

（3）日本語学習者のテンス・アスペクト使用

状況の分析を完了させ、テンス・アスペクト

の習得に影響する要因を考察する。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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